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施策パッケ

ージ番号 
241000 領域 人材育成 施策パッケージ名

若手研究人材のキャリアパスの整

備 

施策パッ
ケージの
目標 

第 4期科学技術基本計画で掲げられた「優れた研究者を養成するための研究者のキャリ
アパスの整備」、「キャリアパスの多様化」に向けて、①優秀な研究者を育成するための自
立的な研究環境の整備、②出産・子育て・介護と研究の両立支援、③研究に専念できる環
境を整備する研究マネジメント人材（リサーチ・アドミニストレーター）の育成・定着、
④企業等への多様なキャリア開発への支援の４つの施策を総合的に推進することにより、
主に国内における若手研究人材の多様なキャリアパスを整備する。 

目標実現
に向けた
具体的ア
プローチ 

特別研究員事業では、大学院博士課程在学者及び大学院博士課程修了者等で、優れた研
究能力を有し、大学その他の研究機関で研究に専念することを希望する者を「特別研究員」
に採用し、研究奨励金を支給する。 
女性研究者研究活動支援事業では、出産・子育て・介護と研究を両立するための環境整

備を行う大学等に対して、コーディネーター、出産・子育て期間中の研究活動を支える研
究支援者の雇用経費等を支援する。 
リサーチ・アドミニストレーター（URA）を育成・確保するシステムの整備では、大学

等における若手等の研究者の研究活動活性化のための環境整備、研究推進体制の充実強化
を図り、若手研究人材の新たなキャリアパスとして URA の育成・定着を図るため、URA の
人件費等を支援する。 
ポストドクター・キャリア開発事業では、大学等の研究者以外の多様なキャリアパスを

確保するため、ポストドクターのキャリア開発を組織的に支援するシステムを構築する大
学等に対して、長期インターンシップに要する経費等を支援する。 

 
 
パ ッ ケ ー
ジ 内 の 個
別施策 

施策名 概要及び到達目標・時期 
H24 当初合計額 

(H23)(百万円) 
期間 

実施 

機関 

特別研究員
事業 

優秀な若手研究者が主体的に研究に専念で
きるよう、研究奨励金を給付することによ
り、我が国の学術研究の将来を担う創造性
に富んだ研究者の養成・確保を図る。 

19,192 

 (18,004) 

※運営費交付

金中の推計額 

S60～ 

（独）日本

学 術 振 興

会 

女性研究者
研究活動支
援事業 

女性研究者がその能力を最大限発揮できる
よう、コーディネーター、出産・子育て・
介護期間中の研究活動を支える研究支援者
の雇用経費等を支援することで、大学等に
おいて、女性研究者が出産・子育て・介護
と研究を両立するための環境が整備される
ことを促す。 

1,067 

(952) 
H23～ 

文 部 科 学

省 

リサーチ・
アドミニス
トレーター
を育成・確
保するシス
テムの整備 

リサーチ・アドミニストレーターの育成・
定着を支援することにより、若手等の研究
者の研究活動活性化のための環境整備、研
究推進体制の充実強化、科学技術人材のキ
ャリアパスの多様化を図る。 

1,400 

 (300) 
H23～ 

文 部 科 学

省 

ポストドク
ター・キャ
リア開発事
業 

ポストドクターのキャリア開発を組織的に
支援するシステムを構築する大学等に対し
て、長期インターンシップに要する経費等
を支援することにより、優秀な若者が、将
来展望持って科学の道に進むことを促す。 

2,197 

(1,866) 
H23～ 

文 部 科 学

省 

施策パッ
ケージ全
体予算額 
（百万円） 

H24 当初要求額合計(復興、要望枠を含む) 23,855

うち運営費交付金 19,192

期間 H23－H27 資金投入規模（億円） －

実施体制 

特別研究員事業については、（独）日本学術振興会の運営費交付金で実施。 
女性研究者研究活動支援事業、ポストドクター・キャリア開発事業については、文部科学省に
おいて直接実施しており、いずれも公募を文部科学省で実施し、審査等を専門的な知見を有す
る外部機関に委託。 
リサーチ・アドミニストレーターを育成・確保するシステムの整備については、公募を文部科
学省で実施し、審査等を外部有識者からなる推進委員会で実施。 

施策パッケ

ージ責任者 

文部科学省科学技術・学術政策局基盤政策課長 板倉 周一郎 



施策パッケ

ージの目標

実現への向

けた現状分

析 

研究を志す若者が見通すことのできるキャリアパスの確立が遅れており、若者は将来展望を
描きにくくなっている。また、研究活動全体のマネジメント等を担う専門人材の確保が不十分
なために、研究者が研究時間を十分確保できていない状況も招いている。 

このため、上記①～④の４つの施策を総合的に推進していくことで、若手研究人材の多様な
キャリアパスを整備し、優秀な若者が将来のキャリアパスを見通すことができ、安心して科学
の道を目指すことができるようにすることが重要。 

 


